
総合政策学科の

一般選抜

A方式(英語外部試験利用型)導入年度入試から
(学芸学部の各学科でも導入)

総合型選抜

一次選考の事前課題を廃止
二次選考が面接と小論文に

他大学との併願が可能に年度入試から

年度高校新 年生が受験する入試から)

年度入試から



現代社会が抱える諸課題に関心をもち、積極的に課題解決に取り組む意欲をもっている方が対象です。
他大学との併願が可能です。ただし、本学学芸学部総合型選抜との併願はできません。
●第1次選考（書類選考）
志望理由書、調査書、英語の能力を証明する書類、事前課題（現代社会が抱える諸課題に関する論述問題）
※2028年度入試（2026年度高校新2年生が受験する入試）から、事前課題は廃止となります。

●第2次選考
面接（事前課題に関する質問を含みます）
※2028年度入試（2026年度高校新2年生が受験する入試）から、「面接と小論文」に変更となります。

本学独自の記述式試験（総合政策学科では「国語」）および英語外部試験の成績により合否を判定します。
●英語外部試験（4技能）のスコアの提出が必要です。
●「国語」の記述式試験はA方式と同じ試験問題を使用しますが、「英語」の試験は課されません。

総合政策学科の多彩な入学試験 <2026年度入試>

英語
他者との合意形成を目指す実践的な英語教育

ソーシャル・サイエンス
社会の仕組みに対する知識と理解力を養う

データ・サイエンス
データを分析し、課題を特定する力を身につける

パブリック・
ポリシー
［公共政策］

ソーシャル・
アーキテクチャ

［社会情報］

エコノミック・
ポリシー
［経済政策］

ヒューマン・
ディベロップメント

［人間社会］

数理・データサイエンス・AIを適
切に理解し活用する基礎的な能力
を育成

数理・データサイエンス・AIを活
用し、課題を解決するための実践
的な能力を育成

所定の科目の単位を修得した学生には、
修了証明書が授与されます。

文系と理系の垣根を超え、課題解決力を養うカリキュラム

以下は2026年度入試の情報です。最新の情報は、本学公式Webサイトにて随時ご確認ください。


